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Serratia marcescens消毒薬耐性変異株の分離と耐性系の解析
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の消毒薬耐性系の解析を試みた。【方法】S.

marcescens KS24 株より RND 型多剤排出ポンプ遺伝子 sdeXY を破壊した KS24 
sdeXY 株を用いて、消毒薬耐性変異株を分離した。最小生育阻止濃度(MIC) の

1/8倍の濃度から、2倍ずつ消毒薬の濃度を上げ、KS24 sdeXY株の継代培養を行っ
た。そしてその結果得られた耐性株の、消毒薬・抗菌薬のMICを測定した。また、
それら耐性株について、RND 型多剤排出ポンプ遺伝子の発現を RT-PCR 法により
調べた。【結果と考察】S. marcescens KS24 sdeXY株から、Chlorhexidine, Benzalkonium, 

Triclosan存在下での継代培養により、それぞれ親株のMICの 128倍、32倍、8倍

MIC

MIC 昇していた。そこで RT-PCR法により RND型多剤排出
ポンプ遺伝子の発現変化を調べたところ、sdeQ の発現が上昇していた。さらに、
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